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H30-1-2-3  正答 ③ 
 
補数とは、ある数Ｎにこの補数を加えるとある基準となる単位の数（基数）となり、逆にこ
の基数からある数を引くとその残りが補数となる、そのような数のことをいいます。 
 
 補数 ＝ 基数 − ある数Ｎ 
 
 



問題⽂では、ｋ桁のｎ進数Ｘについて、 
Ｘのｎ  の補数は ｎｋ−Ｘ 
Ｘのｎ−１の補数は（ｎｋ−１）−Ｘ 

で、それぞれｎ進数で表現したものと定義しています。 
 
この定義から、１０進数では１０の補数と９の補数が、２進数では２の補数と１の補数があ
ることになります。 
 
まず、問題⽂で⽰されているのは１０進数の９５６です。 
Ｘ＝９５６、ｎ＝１０、ｋ＝３で 

１０の補数は  １０３−９５６  ＝１０００−９５６ ＝４４ 
９の補数は   １０３−１−９５６ ＝１０００−１−９５６ ＝４３ 

となっています。 
 
問題⽂は、５桁の２進数の２と１の補数を求めなさい、というものです。 
 
９５６の基数が１０００であったように、５桁の２進数の基数は６桁の（１０００００）２

です。この基数から与えられた２進数を引くことにより補数を求めます。 
 
２の補数 
 
 
 
 
 
同様に 

 
 
 
 
 
 

 
すなわち、求める答えは、（ア）（１０１０１）２、（イ）（１０１００）２ となります。 
 
 


